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ごあいさつ
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岡山支社長

　梅地　俊夫

　中国電力では，環境問題への取り組みについて従来から経営の最重要課題のひ

とつと位置付け，環境経営にグループ一体となって取り組んでいます。

　こうしたなか岡山支社では，地域と協調した環境保全活動や環境に係わる社会貢

献活動を推進し，社会とのパートナーシップを深める活動を展開しています。また，

当支社では循環型社会の形成に向けて積極的に取り組むなど，環境に配慮した業

務運営を進めており，平成１７年８月に岡山県から環境に配慮した事業所として「岡

山エコ事業所」に認定されました。

このたび，岡山支社における環境活動の概要を環境レポートとして取りまとめまし

た。この環境レポートをご覧いただき，ご意見やご助言などをお寄せいただければ

幸いです。

　私たちは，地域のお客さまとの環境コミュニケーションを積極的に推進し，さらに充

実した環境活動に取り組むとともに地域の皆さまから信頼され，愛される企業を目

指していきます。

　今後とも当社の事業活動に対するご理解とご支援をよろしくお願いします。 　
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◆環境方針

（１）環境方針

　ＥＭＳの展開にあたり，環境活動に対する理念および
取り組みの方針を定めた「環境方針」を掲げています。

　　環境に配慮した事業活動の推進

（２）推進体制

　ＥＭＳの推進体制は支社長をトップとして，支社長が
任命した責任者「環境管理推進者」のもと，各所属が環
境方針の実現に向けた活動をしています。

　各所属にはグリーントレーナーや環境リーダーを置き，
ＥＭＳの運用を監査する内部監査チームおよびＥＭＳの
改善を審議する環境委員会を設けて，継続的な改善を
図っています。

岡山支社長

環境内部監査チーム

環境委員会

・委員長 　 ：副支社長
・副委員長　　：総務担当マネージャー

・委員　　 　：各マネージャー

環境管理事務局
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各 担 当 に 環 境 リ ー ダ ー を 置 く

環境管理推進者

（副支社長）

岡山支社構内常駐者

環境管理推進体制図

　岡山支社では，事業活動に伴う環境負荷の低減を図
るための仕組みとして「環境マネジメントシステム（ＥＭ
Ｓ）」を構築し，日々の業務に取り入れて積極的な活動
を行っています。

環　境　方　針

　中国電力株式会社岡山支社は，「中国電力環境行動計画」に基づき，

環境への取組みを推進することとし，以下の環境方針を定める。

１．環境に関する法律・条例・協定等および岡山支社が同意するその

他の要求事項を遵守し，環境に与える影響の低減に努めます。

２．環境汚染の予防と省資源・省エネルギーを推進します。

３．廃棄物の発生抑制（リデュース）を第一に，再利用（リユース），

　　再資源化（リサイクル）の推進ならびに適正処理に努めます。　　

４．環境目的及び目標を設定し，定期的に見直しながら環境マネジメ

　　ントシステムの継続的改善に努めます。

５．地域と協調した環境保全活動や環境に係わる社会貢献活動を

　　推進し，社会とのパートナーシップを深めます。

６．環境方針は文書化し，社員等に周知するとともに，一般の方にも

　　公開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成１８年　８月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中 国 電 力 株 式会 社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　岡 　 山 　 支 　 社 　 長
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（３）環境管理目標の設定

　事業活動に伴い環境に影響を与える項目を抽出し，それによる環境負荷を低減するための管理目標を設定して
います。　

　年度末には１年間の活動の結果を評価して次年度の活動に反映しています。（ＰＤＣＡサイクル）

（４）教育の実施

　環境教育のリーダーとして，支社内各マネージャー全
員をグリーントレーナーに任命し，社員の環境意識を啓
発するため環境教育を実施するほか，社外団体が主催
する研修会，セミナー等に積極的に参加しています。

　また，社員だけでなく，岡山支社の構内常駐のグルー
プ企業等にも環境教育を実施するとともに，年２回，意見
交換会を開催し，意思疎通を図っています。

（５）環境内部監査の実施

　ＥＭＳが適切に実施され，継続されているか否かを確認するため，支社長が指名した「内部監査チーム」による
監査を年１回以上実施しています。

環境教育風景

（６）支社長によるＥＭＳの見直し

　環境内部監査の指摘事項を環境委員会などで審議して，支社長がＥＭＳの見直しを決定し，継続的に改善を図
　っています。

（７）法規制遵守の状況

　事業活動のあらゆる面において，環境に関する法令を遵守しています。

 
環境に関する方針を

定める。

環境方針 

マネジメントレビュー 

監査 

環境影響の測定，監視及び 
達成度のチェックや内部 

を実施する。 

点 検 

環境方針，法規制等の要 
求事項を受け，具体的取組 
み事項，目標を明確にする。 

計 画 Ａ Ｐ

Ｃ Ｄ

継続的改善

実施手順，運用基準を文 
書化し，実行する。 

実施及び運用 

環境方針 

監査結果を受け，支社長は 
・システムをレビュー

・改善する。 
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◆環境管理目標および実績

　中国電力環境行動計画で設定している全社環境管理目標を踏まえるとともに，岡山支社で抽出した環境影響項
目から支社で管理する目標を設定して，年度の取り組み計画を策定します。

　２００６年度の環境管理目標と実績および２００７年度目標は以下の表のとおりです。

　２００６年度の事務用品類のグリーン購入比率の目標未達成については，エコ商品として選択の余地が無いﾎｯﾁ
ｷｽやﾄﾅｰ等の購入数が全購入数の約３０％を占めた為で，これを除いた場合のグリーン購入比率は９５％でした。

環境管理目標 目標値（年間） 方　　　　策

環境法規制等の遵守の徹底
点検実施率

１００％

●環境法規制等遵守状況点検手順の見直し

●環境法規制等遵守状況の点検
１００％  

点検実施率

１００％

電気使用量の削減
年間使用量

３，５００MWh以下

●不要な照明等の消灯（昼休み，会議中，残業時）

●空調設備の運転管理のルール化

年間使用量

３，１２４MWh
 

年間使用量

３，４００MWh以下

用紙使用量の削減
年間使用量

１０㌧以下

●用紙使用量削減への積極的な取組

　　・ワークフローの活用

　　・プロジェクターを利用した会議運営

年間使用量

９．０㌧
 

年間使用量

９．５㌧以下

ガソリン燃費の向上 １１．７㎞/ℓ以上

●エコドライブの徹底（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ，空気圧点検，

積載荷物の点検等）

●低公害車の計画的導入の検討

１２．５㎞/ℓ  １２．２㎞/ℓ以上

事務所水使用量の削減
年間使用量

４，７００以下

●節水意識高揚のための使用量実績周知

●節水行動の徹底

年間使用量

４，６４９
 

年間使用量

４，７００以下

リサイクル率の向上
リサイクル率

９５％以上

●建設廃材等の有効利用率の向上を通して産業廃

棄物発生量を削減

リサイクル率

９９％
 

リサイクル率

９５％以上

事務用品類のグリーン購入比率の向上
ｸﾞﾘｰﾝ購入比率

８５％以上
●エコ商品の優先的な購入 ６８％  

６５％以上

［補助指標：95%以

上］

環境教育の確実な実施
教育実施率

１００％

●ｸﾞﾘｰﾝﾄﾚｰﾅｰによる環境教育の実施
１２０％

教育実施率

１００％

環境保全活動等の推進
活動実施率

１００％

●操山の環境保全活動の実施

●社会福祉施設の環境保全活動の実施
100%

活動実施率

１００％

2　0　0　6　年　度　計　画
2006年度の実績 評価

2007年度

目標値

：目標達成レベルにあるもの ：目標達成に向けて努力が必要なもの

　２００７年度の目標値は２００６年度取り組み結果を評価・見直しを行い設定しました。今後とも環境負荷の低減
に努めていきます。
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◆環境への取り組み

　　事務所での環境への取り組み

ＩＴを活用した会議運営

　近年，急速に発達したＩＴ技術を積極的に活用し，生産性
の向上，業務の迅速化・効率化を図るとともに，事業活動
に伴う環境負荷の低減を目指した取り組みを行っています。

　会議では用紙を使用せず，ＩＴ機器を活用した資料作成
や会議資料の配布部数の削減などのペーパーレス化を推
進しています。

会議風景

　 ゼロエミッション活動の定着

　循環型社会形成への対応として，平成１７年６月から取り
組みを開始し，ゼロエミッション活動も定着しました。

　また，当社は平成１７年度から「環境表彰制度」を導入して
いますが，岡山支社は平成１９年６月に「平成１８年度の環
境負荷低減への意欲的な取り組みなどにより，環境問題へ
の対応において顕著な貢献をした」ということで環境表彰を
受けました。

一般廃棄物の分別状況

『社員の声』

★ゼロエミッション達成中!

総務担当　川田　忠義

　事務所から出るごみの分別に徹底して取り組んでいます。
リサイクル可能かどうかの判断に困ったときもごみ置場に掲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
示している分別ルールを確認することにより，可燃ごみも大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幅に減りました。
　また，ごみの中でも割合の多い用紙については，両面コピ

ーや裏面コピー，ＩＴ機器を活用した会議等による使用量の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
削減を推進しています。
　今後は，家庭においても同様の取り組みを心掛けたいと思

います。

　環境講演会の実施

　岡山支社では，社員および近隣グループ企業社員の環境
意識の高揚のため，年１回社外講師を招いて環境講演会を
実施しています。

環境講演会風景



　　雨水の有効利用

　岡山支社では，建物屋上に降った雨水を地下雨水槽へ貯
水し，トイレ洗浄用として利用しています。

（平成１８年度雨水利用量２，０６３，上水使用量の３１％）
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◆環境への取り組み

　　事務所での環境への取り組み

　　太陽光発電の利用

　建物屋上に太陽電池パネル（７２枚，最大出力１０kW）
を設置し，事務所電灯に使用しています。

（平成１８年度年間発電量９,０２８kWh，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間使用量の０．３％）

雨水の利用

太陽光発電設備

雨水槽

各種トイレ

高架水槽(上水) 高架水槽(雨水)

雨
水屋上

地下

　　

『社員の声』

★クールビズの取り組み

資材担当　岩原　康伯

　クールビズへの取り組み内容を事務所入口へ掲示し，お越し　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いただいた方にＰＲを行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また，冷房使用時の設定温度は２８℃を目安にし，室内の温度　　　　　　　　　　　　　　　　　
管理を実施しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
通勤には，担当内のほとんどが公共交通機関や自転車を利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し，地球温暖化防止に努めています。

　クールビズの徹底・・・・県知事賞「晴れの
国クールビズ賞」の受賞

　岡山県主催による地球温暖化防止へ優れた取り組みを行っ
た企業・団体を表彰する県知事賞「晴れの国クールビズ賞」を
平成１９年８月に受賞しました。

　これは，「２００７おかやま発クールビズ宣言」に応募し，その
中で「冷房使用時の設定温度は２８℃を目安にし，時間を決め
（１０時，１５時），室内の温度管理を実施した」等の活動が高く
評価されたものです。　

受賞風景



　　岡山エコ事業所として認定

　岡山県では，循環型社会の形成のための取り組み
が先進的，かつ，優秀であると認められる事業所を
「岡山エコ事業所」として認定し，その取り組みを広く
周知することにより，循環型社会の形成に向けての取
り組みの促進を図っています。

　岡山支社は，平成１７年８月５日に「岡山エコ事業所
（一般事業所）」に認定され，環境にやさしいエコ製品
の活用を積極的に推進しています。
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◆環境への取り組み

　　環境コミュニケーション

　社外活動への参加

　・岡山支社は，NPO法人「旭川を日本一美しい川に
育てる会」に会員登録（平成１３年５月）しています。こ
れは旭川河川敷の里親となって清掃美化活動に定期
的に参加するものです。

岡山エコ事業所認定プレート

旭川一斉清掃風景

　・岡山支社は，「アースキーパーメンバーシップ制度」に会員登
録（平成１４年１２月）しています。地球の温暖化を防ぐために，
環境負荷低減活動を継続的に行うもので，省エネ・省資源・エコ
ドライブの取組み目標を設定し，目標達成に向けた活動を実施
しています。

・その他，以下の環境関係団体に加入し，地域に密着した環境
活動に取り組んでいます。

　◆エコパートナーシップおかやま　　（平成１４年８月～）
　◆おかやま森づくり県民基金事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１２年７月～）
　◆地球温暖化防止プロジェクト推進会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１３年１２月～）
　◆岡山市事業系一般廃棄物
　　　減量化・資源化推進協議会 （平成１６年８月～）

アースキーパーメンバーシップ会員証



　　操山自然休養林の清掃活動

　他の事業所とタイアップして，岡山市内の操山自然休養林
の清掃活動を毎年実施しています。

　同休養林は遊歩道が整備されており，清掃活動中には必
ず散策されている方々とお会いします。その方々から「お疲
れさま。遊歩道がきれいになって喜んでいます。」とねぎらい
の声を掛けていただくことも多く，毎年継続できる励みにもなっ
ています。
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◆環境への取り組み

　　環境コミュニケーション

　 社会福祉施設の清掃活動

　・岡山支社は，社会福祉施設の電気設備点検や清掃活動を毎年実施しています。

　・平成１９年度は，清掃活動に併せて施設に入園されている方々と一緒に花の苗の植樹を実施しました。　　
　当日は天候に恵まれ，スコップやクワを片手に，緑や自然の大切さを感じながら，さわやかな汗を流しました。

休養林清掃風景

社会福祉施設清掃風景
花の苗植樹風景

『社員の声』

★環境コミュニケーションの推進

エネルギア事業推進担当　川空　幸司　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清掃活動を中心とした環境保全活動に代表される様々　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な取り組みは，当社社員と地域の皆さまとのふれあいの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場であるとともに，当社の環境問題への対応や姿勢をご　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　理解いただく場でもあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　まずは，「身近で」「できることから」を念頭に，さらに中　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身の濃い活動に取り組んでいきたいと考えています。
　　　



◆環境への取り組み

　　わくわくＥスクール（電気教室）の実施

　中国電力では，次世代層に環境やエネルギーに興味・関心を持っていただくため，「エネルギー教育支援活動」
を実施しています。当支社では，【夏休み！子供エネルギー教室「わくわくＥスクール」 】を行い，身近な電気につ

いて考え，「便利な生活が地球環境とどう関わっているのか」，「そのために家庭でどんなことができるのか」を親
子で話し合っていただく機会を提供しています。

　　環境コミュニケーション
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『社員の声』

★次世代層への環境教育の取り組み

広報担当　仲野　豊

　岡山支社では恒例となった「夏休み！子供エネルギー教室」です。

授業の中で，こちらからの質問に「はーい！はーい！」と大きな声で
手をあげる子供たち。説明する側も思わず熱が入ります。
　 また，実験・工作の時間では，子供たちが「わっ！光った！すごい！

お母さん見て！」と目を輝かせ，２回・３回と繰り返し実験する様子が
印象的です。
今後も，次世代を担う子供たちに楽しく，環境・エネルギーについて

興味・関心を持っていただけるような授業を続けていきたいと思います。　　　

「これから授業をはじめます」 「静電気発生装置を使った実験」

「授業が終わって参加者全員で
　集合写真」



◆編集後記

　　地域社会から信頼されるよう努めます

　平成１８年８月，当支社が環境への取り組みを開始して
以来，初めて大規模な環境マネジメントシステムの見直し
を実施しました。これはＩＳＯ１４００１：２００４に準拠した見
直しであり，従前に比べ，より業務に密着した環境活動の
推進を目指すこととしました。

　当支社は，今後も，環境レポートやホームページでの情
報開示により，企業の社会的責任を果たすことで，地域社
会から信頼されるように努めます。

　今後ともご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

　　環境管理推進者から

副支社長　勝浦　慎治
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中国電力株式会社　岡山支社

所在地　：　〒７００－８７０６　岡山市内山下１丁目１１番１号　うちさんげ電気ビル

Ｔ Ｅ Ｌ 　：　（０８６）　２２２－６７３１

Ｆ Ａ Ｘ 　：　（０８６）　２２２－８４９６

アクセス：　ＪＲ岡山駅から東山行き路面電車で「県庁通り」下車　徒歩３分


